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■昨日は授業参観日でした。 

 今回は荻浦，美咲が丘にお住いの 

保護者の皆さまを対象に。 

次回，１１月２日は多久，南風台に 

お住いの保護者の皆さまに， 

というように二回に分けての実施です。 

時間をつくってご来校いただいた皆さま， 

有難うございます。 

 

■授業参観日の思い出。 

小学生の，いや，中学でも高校でも私は 

挙手して発表することができませんでした。 

なので，「授業参観いやだなあ。母さんが 

来るの、すかんなあ。帰ったらまた， 

あんたなんで発表せんとねって言われる…」 

と，ぐずぐず。 

仕事の合間を縫ってかけつけてくれた母を 

見ようともしませんでした。 

 

■立場が変わり教師として迎えた参観日。ここでも私はだいたいいつも緊張していました。 

先生方に公開，提案する研究授業とはまた違う緊張があるのです。 

ふだんとは違う私のようすは子どもにすぐ見透かされ，「先生，緊張しとったろ？」 

と指摘される始末。「○○さんのお母さんが来とったね」などと教えてくれるのですが， 

「そうだったっけ」と，あいまいな返事。緊張で周りが見えていませんでした。 

 

■今，キラキラした目でご家族を見つめ迎える南風の子どもたちの姿や， 

ふだんのとおりに笑顔でのびのびと授業をすすめる南風の先生方の姿をまぶしく， 

心強く見つめています。 

そして何だか恥ずかしくて，何だかちょっと気まずそうにしている子ども， 

本当はあふれそうになる緊張を精一杯の準備と笑顔で乗りこえようとしている先生の 

ことも応援しています。 


